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半導体と磁性体は、情報化社会を支える重要な材料である。たとえば、主に、情報を処

理するプロセッサは半導体が用いられており、情報を蓄えるハードディスクでは磁性体が

用いられている。半導体では、電子の電荷を利用し、磁性体では電子のスピンを利用して

おり、同じ電子の別々の性質を利用していることになる。この電子のもつ電荷とスピンを

同時に利用することで実現されるデバイスはスピントロニクスデバイスと呼ばれ、これか

らの高度情報化社会に大きく役立つことが期待されている。 

 

スピントロニクスデバイスのキーマテリアルとして、ハーフメタルが挙げられる。ハー

フメタルとは、フェルミ準位において、一方のスピンバンドは金属的であるが、他方のス

ピンバンドは絶縁体的（エネルギーギャップを持つ）であるために、100％スピン分極して

いる。しかしながら、これまで完璧なハーフメタル材料の開発には成功していない。本講

演では、高スピン分極率を有する Co 基ホイスラー合金の開発と高スピン分極率材料（高ス

ピン偏極電流）を用いたデバイスについて、我々の研究内容を紹介する。特に、材料やデ

バイスの構造とその電気伝導特性（スピン分極率）の関係について紹介する。 

 
 

5 研究科共同セミナーの認定科目です 
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